
企業がこれまで直面したことのない問題にスピー

ド感を持って対処し，厳しい環境を生き抜いていく

ためには，各組織で一人ひとりのメンバーが自ら考

え，タイミングよく行動するという主体性の発揮が

重要なカギとなる。メンバーの主体性を引き出し，

自立したプロフェッショナルを育成していくポイン

トについて，今まで実施してきた研修の経験を踏ま

えてお伝えしたい。

■研修参加者は目的を理解しているか

研修は，受講者の自立力を促進させ，経営ビジョ

ンを達成するための考え方や効果的な方法・スキル

を切磋琢磨する場である。そこで研修のスタート時

に自分たちの組織の現状とビジョン，数値化された

ゴール（売り上げ目標など）とその意味について受

講者同士，自分の言葉で説明し合う場を設けている

のだが，思うように話せない状況をよく目にする。

厳しい現状を正しく理解している人が意外と少ない

のだ。一人ひとりが主体性を発揮し自立しなければ

企業の発展はないということは，どの職場でも認識

されている。しかし，その出発地点となる組織の現

状，ビジョン，ゴールが自分の言葉で語れない（＝

きちんと理解されていない）という現実がある。

また，組織のビジョン，ゴールを達成するための

研修であるにもかかわらず，「なぜ，今このタイミ

ングで自分がこの研修を受講するのか」が不明確な

まま参加している受講者もいる。自ら申し込んで受

講するスタイルの研修では，受講者の目的意識も高

く学習への意気込みが感じられるが，それ以外の研

修では受講者の意欲に温度差がある。

そうしたリスクを回避し，主体性を引き出すため

に，「今回の研修を自分でどのように活かすか」受

講者自身に目標を立ててもらう時間をとるようにし

ている。自立のエンジンに火がつくと顔つきや目の

輝きが違ってくる。その結果，研修成果も向上する。

■自立を促す研修効果を高める3つの要点

以上のような経験から，メンバーの自立力を引き

出すためには，下記の 3 点をタイミングよく実行す

ることが大切であると考えている。

要点 1 組織の現状，ビジョン，ゴール（背景，数

字の意味も含む）をメンバーが正しく理解するため

に上司・部下間で密度の濃い対話の場を創る。進む

べき明確なビジョン・ゴールを理解すれば，良くな

い状況でもメンバーは不安感を払拭し，積極的に取

り組むようになる。研修の場でも組織の現状，ビジ

ョン，ゴールを共有する時間を創りたい。

要点 2 研修受講前に上司・部下間で「なぜ，この

タイミングで自分がこの研修を受講するのか」とい

う対話を行い，目標と研修の受講を連動させる工夫

をする。また，研修で得た内容を現場でどのように

活かすかというアクションプランを上司と立てる。

要点 3 メンバーが目標を立てる際に上司は次の効

果的な 2 つの質問を入れる。

①あなたが○○という目標を立てた理由は何か？

その理由が目標達成までモチベーションを維持す

る軸となる。

②目標が達成できたら，自分にとって，職場のメン

バーにとって，お客様にとって，会社にとって，ど

のようなメリットがあるか？　目標が達成できなか

った場合，どのようなリスクが発生するか？

目標を達成することにより，お客様や会社だけで

なく自分にも良い結果が得られることが具体的にイ

メージできればやる気が向上する。また，達成でき

ない場合に発生するリスクを考えることで着手する

スピードもアップする。

自立したプロフェッショナルの育成には手間暇を

惜しまない密度の濃い対話が必要不可欠だ。
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